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あじさいの花
はな

が少
すこ

しずつ色
いろ

づき始
はじ

め、梅雨
つ ゆ

の気配
け は い

を感
かん

じる時期
じ き

となりました。気候
き こ う

の変化
へ ん か

があり

ますが、体調
たいちょう

管理
か ん り

に気
き

をつけながら過
す

ごしましょう。疲
つか

れもたまって食欲
しょくよく

が落
お

ちてくる人
ひと

もいる

かと思
おも

いますが、小学生
しょうがくせい

の間
あいだ

は体
からだ

を作
つく

ることが大切
たいせつ

ですので、しっかり給 食
きゅうしょく

を食
た

べて元気
げ ん き

に

過
す

ごしていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★６月の行事食
ぎょうじしょく

★ 

６月４日（木）・・・歯
は

と口
くち

の健康
けんこう

週
しゅう

間
かん

が始
はじ

めるため、「かみかみふりかけ」 

６月１２日（金）・・１１日が入梅
にゅうばい

のため、「梅
うめ

ごはん」「あじさいゼリー」 

         （１１日は６年生
ねんせい

が不在
ふ ざ い

のため 1日ずれます） 

６月２６日（金）・・２８日が開校
かいこう

記念
き ね ん

日
び

のため「紅白
こうはく

ゼリー」 

 

  

 私
わたし

たちが生
い

きていく上
うえ

で欠
か

かすことのできない「食
た

べる」こと。毎日
まいにち

を元気
げ ん き

に 

生
い

き生
い

きと暮
く

らすためには、何
なに

をどのように食
た

べるかがとても重要
じゅうよう

です。また、 

これからも安心
あんしん

して食 料
しょくりょう

を得
え

られるように、未来
み ら い

へつながる「食
しょく

」にっついて 

考
かんが

えていくことも大切
たいせつ

です。６月
がつ

は国
くに

が定
さだ

める「食育
しょくいく

月間
げっかん

」です。食
た

べることを 

あらためて見直
み な お

し、できることから取
と

り組
く

んでみましょう。 

 



それは、牛 乳
ぎゅうにゅう

に多
おお

くふくまれる「カルシウム」を 

しっかりとってほしいからです。カルシウムは。骨
ほね

や歯
は

をつくる材料
ざいりょう

になり、そのほかにも筋肉
きんにく

を動
うご

かしたり、

けがをしたときに血
ち

を止
と

めたりする大事
だ い じ

な働
はたら

きをしてい

ます。そして、骨
ほね

にたくわえられるカルシウムの量
りょう

は、

小学生
しょうがくせい

のころから急激
きゅうげき

に増
ふ

え、20歳
さい

ごろまでにほぼ決
き

まります。 

この大切
たいせつ

な時期
じ き

に、毎日
まいにち

続
つづ

けてカルシウムをとることで、じょうぶな

体
からだ

がつくられます。だから給 食
きゅうしょく

では牛 乳
ぎゅうにゅう

が出
で

るのです。 

 牛 乳
ぎゅうにゅう

は同
おな

じ味
あじ

のように思
おも

うかもしれませんが、日
ひ

によ 

って少
すこ

し味
あじ

が違
ちが

うときもあります。それは、工場
こうじょう

でいつも 

同
おな

じように作
つく

られる飲
の

み物
もの

ではなく、野菜
や さ い

や果物
くだもの

などと 

同
おな

じ「農産物
のうさんぶつ

」だからです。 

 戸越
と ご し

小学校
しょうがっこう

の牛 乳
ぎゅうにゅう

は、「雪印
ゆきじるし

メグミルク」というメーカーからとっています。スーパーでも 

売
う

っているので、給 食
きゅうしょく

の牛 乳
ぎゅうにゅう

と味
あじ

は同
おな

じか飲
の

み比
くら

べてみるのもおもしろいですね。 

給 食
きゅうしょく

で飲
の

んだ牛 乳
ぎゅうにゅう

パックは、毎日
まいにち

洗
あら

ってリサイクルに出
だ

しています。リサイクルした牛 乳
ぎゅうにゅう

 

パックは、ティッシュやトイレットペーパーなどのリサイクル資源
し げ ん

に生
う

まれ変
か

わります。 

 

６月１日は「牛 乳
ぎゅうにゅう

の日
ひ

」、６月は「牛 乳
ぎゅうにゅう

月間
げっかん

」です。牛 乳
ぎゅうにゅう

 

や乳製品
にゅうせいひん

のことについて、理解
り か い

を深
ふか

める機会
き か い

にしましょう。 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


